
議
長
選
挙
に
立
候
補
者

２
名
、
初
め
て
の
所
信
表

明
演
説
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

議
会
改
革
の
一
つ
と
し

て
、
選
挙
の
透
明
化
を
目

的
と
し
て
、
議
長
・
副
議

長
選
挙
の
立
候
補
制
、
所

信
表
明
演
説
会
を
、
今
回

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
、

ま
た
立
候
補
を
表
明
し
た

議
員
へ
の
質
疑
も
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙
に
立
候
補
し

た
の
は
、
流
政
会
・
自
民

党
公
認
の
坂
巻
忠
志
議
員

と
共
産
党
の
い
ぬ
い
紳
一

郎
議
員
と
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
15
分
以
内
の
演
説
を
お

こ
な
い
、
坂
巻
忠
志
議
員

に
は
１
名
が
、
い
ぬ
い
紳

一
郎
議
員
に
は
２
名
が
質

問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
、
坂
巻
忠
志

議
員
に
19
票
、
い
ぬ
い
紳

一
郎
議
員
に
５
票
、
公
明

党
の
田
中
人
実
議
員
に
４

票
が
投
票
さ
れ
、
坂
巻
忠

志
議
員
が
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

副
議
長
選
挙
に
は
、

「
み
ん
な
・
一
新
」
所
属
・

民
主
党
公
認
の
藤
井
俊
行

議
員
の
み
が
、
所
信
表
明

演
説
を
お
こ
な
い
、
２
名

が
質
問
し
ま
し
た
。
選
挙

の
結
果
、
藤
井
俊
行
議
員

１
６
票
、
共
産
党
の
小
田

桐
た
か
し
議
員
が
４
票
、

公
明
党
の
松
尾
澄
子
議
員

が
４
票
、
白
票
４
票
と
な

り
、
藤
井
俊
行
議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

今
回
、
議
長
・
副
議
長

の
被
選
挙
権
を

立
候
補
者
に
限

る
こ
と
は
現
在

の
法
律
の
下
で

は
で
き
な
い
と

の
判
断
か
ら
、

完
全
な
立
候
補

制
に
は
な
っ
て

い
な
い
点
は
、

市
民
に
わ
か
り

づ
ら
い
と
い
う

課
題
が
残
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党

は
、
議
長
選
挙

立
候
補
に
あ
た

り
、
議
会
運
営

に
関
す
る
基
本

ス
タ
ン
ス
や
議

会
改
革
の
提
案

を
論
じ
る
立
場

で
、
い
ぬ
い
議

員
団
長
が
所
信

表
明
【
裏
面
】

を
行
い
ま
し
た
。

新
会
派
や
委
員
会
の
構

成
は
以
下
の
通
り
で
す

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
）
。
要
望
や
市
政

へ
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

日本共産党流山市議団
いぬい紳一郎 7159-2773
小田桐たかし 7154-0878
徳増 記代子 7148-6871
植田 和子 7154-0288
市議団事務所

TEL/FAX 7157-6140

２０１１年５月３１日

改
選
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
臨
時
市
議
会
。
新

し
い
委
員
会
構
成
や
会
派
の
立
ち
上
げ
も
あ
り
、

報
告
し
ま
す
。

日本
共産党

流政会
みんな･

一新
公明党

自由民主

党･民主党
社民党

人数 4人 10人 5人 4人 3人 2人

総 務

委員会

いぬい
紳一郎

◎山崎専司、

松野豊、伊藤實
○西川誠之

秋間
高義

阿部
治正

教育福祉

委員会

小田桐
たかし

◎宮田一成

笠原久恵
加藤啓子

松尾
澄子

○松田
浩三

楠山
栄子

市民経済

委員会

植田
和子

青野直、

坂巻忠志

藤井俊行、

○菅野浩考

田中
人美

◎海老原
功一

都市建設

委員会

○徳増
きよ子

◎中川弘、

森亮二、中村彰男
酒井睦夫

斉藤
真理

根本守

議会運営

委員会

小田桐
たかし

松野豊、

○森亮二

酒井睦夫、

西川誠之

◎松尾
澄子

根本守
阿部
治正



い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員
の

議
長
選
立
候
補
表
明
（
抜

粋
）

住
民
の
立
場
で
働
い

て
い
る
の
か

今
日
の
わ
が
国
の
地
方

議
会
が
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
本
的
機
能
は
、

第
１
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
住
民
の
意
思
を
代
表

す
る
機
能
で
あ
り
、
第
２

に
自
治
立
法
権
に
も
と
づ

く
立
法
機
能
で
あ
り
、
第

３
に
、
執
行
機
関
に
対
す

る
批
判
・
監
視
機
能
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ら
の
機
能
を
果
た

し
て
い
く
に
は
、
議
会
の

民
主
的
運
営
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
少
数
会
派
も
ふ
く

め
た
議
員
の
発
言
の
自
由

の
尊
重
、
議
会
の
公
開
に

よ
る
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
、
公
平
公
正
な
議
会
運

営
の
実
現
に
も
、
私
は
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
議
会
が
住
民
の
代

表
機
関
と
し
て
の
役
割
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
条
例
の
理
念
と

諸
制
度
を
い
か
す

流
山
市
議
会
は
、
平
成

21
年
３
月
に
議
会
基
本
条

例
を
策
定
し
、
一
般
質
問

の
一
問
一
答
制
度
な
ど
の

取
り
組
み
は
、
全
国
の
議

会
関
係
者
か
ら
も
注
目
さ

れ
、
視
察
が
絶
え
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
今
後
２

年
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
理
念
と
、

成
文
化
さ
れ
た
諸
制
度
を
、

新
体
制
の
下
で
、
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
全
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
わ
た
く
し
は
、

本
当
に
議
会
が
変
わ
っ
た

と
市
民
が
実
感
で
き
る
成

果
を
創
り
出
す
こ
と
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た

議
案
や
請
願
・
陳
情
な
ど

の
委
員
会
審
査
で
は
、
公

聴
会
や
参
考
人
制
度
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

市
民
参
加
の
拡
大
、
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
現
在
の

よ
う
に
、
市
長
提
案
が
１

０
０
％
原
案
ど
お
り
に
可

決
さ
れ
る
よ
う
で
は
、
追

随
型
議
会
と
言
わ
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
十
分
な
審
議
で

議
会
が
市
長
提
案
を
否
決

す
る
こ
と
も
あ
る
、
修
正

す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な

存
在
感
あ
る
議
会
に
な
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
政
策
立
案
能
力
、
立

法
機
能
の
向
上
と
い
う
な

ら
、
政
策
提
案
と
議
員
提

案
条
例
が
活
発
に
議
論
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
ど
な
ど
と
考
え
る
わ
け

で
す
。

次
に
、
こ
れ
か
ら
の
議

会
改
革
の
課
題
に
つ
い
て

提
案
し
ま
す
。

活
発
な
議
論

第
１
は
、
一
般
質
問
に

お
け
る
質
問
内
容
を
制
限

し
て
い
る
申
し
合
わ
せ
の

見
直
し
を
提
案
し
た
い
。

従
来
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
る
議
案
や
陳
情
・
請
願

に
か
か
わ
る
質
問
は
避
け

る
と
い
う
こ
と
が
、
議
会

運
営
委
員
会
の
申
し
合
わ

せ
事
項
と
さ
れ
、
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
制
限
を

加
え
る
根
拠
は
、
当
局
が

お
こ
な
う
答
弁
が
委
員
会

審
査
に
影
響
を
与
え
る
か

ら
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
活
発

な
議
論
に
は
発
言
の
自
由

の
保
障
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
般
質
問
は
、
議
員
に
と
っ

て
、
も
っ
と
も
重
要
な
議

会
活
動
で
あ
り
ま
す
。
他

市
の
議
会
で
、
こ
の
よ
う

な
質
問
制
限
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
と
は
聞
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

基
本
条
例
の
精
神
に
照
ら

し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ー

カ
ル
・
ル
ー
ル
は
直
ち
に

改
め
る
べ
き
で
す
。

代
表
質
問
制
の
導
入

第
２
は
、
代
表
質
問
制

度
の
導
入
を
提
案
し
た
い
。

代
表
質
問
は
、
各
会
派
の

主
張
、
政
策
の
違
い
を
議

会
で
示
し
、
正
々
堂
々
の

論
戦
を
行
う
も
の
で
す
。

少
な
く
と
も
、
市
長
の
施

政
方
針
・
所
信
表
明
が
行

わ
れ
、
市
政
の
基
本
路
線

が
問
わ
れ
る
改
選
直
後
の

議
会
と
３
月
議
会
に
実
施

す
る
べ
き
で
す
。

監
視
機
能
の
向
上

第
３
は
、
閉
会
中
の

「
文
書
質
問
」
制
度
の
導

入
を
提
案
し
た
い
。
通
年

議
会
が
議
論
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
議
会
の
役
割
は

年
４
回
の
会
期
中
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
閉
会
中

も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
執
行
部
に
文
書
で
の

答
弁
を
求
め
る
こ
と
は
、

議
会
の
監
視
機
能
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
特
権
の
廃
止

第
４
は
、
費
用
弁
償
と

し
て
最
後
に
残
さ
れ
て
い

る
視
察
日
当
の
廃
止
を
提

案
し
た
い
。
議
員
報
酬
や

政
務
調
査
費
に
対
す
る
市

民
の
目
も
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
費
用
弁
償
に

つ
い
て
は
、
こ
の
間
、
廃

止
が
地
方
議
会
の
大
き
な

流
れ
で
す
。
流
山
市
議
会

で
は
、
視
察
日
当
に
つ
い

て
の
み
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
領
収
書
の
な
い
支
出

で
あ
り
、
市
民
へ
の
説
明

が
つ
き
ま
せ
ん
。

以
上
の
４
点
を
提
案
し

ま
す
が
、
引
き
続
き
議
会

改
革
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

公
平･

公
正
な
立
場

を
議
長
は
、
議
会
を
代
表

し
、
議
場
の
秩
序
を
保
持

し
、
議
事
を
整
理
し
、
議

会
の
事
務
を
統
理
す
る
と

い
う
大
き
な
権
限
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

公
平
・
公
正
な
立
場
に
立

ち
、
単
に
数
の
論
理
に
立

つ
の
で
は
な
く
、
全
会
派

一
致
を
追
及
す
る
民
主
的

な
議
会
運
営
を
お
こ
な
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

わ
た
く
し
の
16
年
間
の

議
員
と
し
て
の
経
験
と
知

識
、
能
力
を
最
大
限
発
揮

し
、
流
山
市
議
会
の
改
革

を
す
す
め
て
い
く
決
意
を

述
べ
ま
し
て
、
所
信
表
明

を
終
わ
り
ま
す
。


